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産学連携プロジェクト「JA☆ベジラボ」
大学生が夢のレシピ開発へ　今年度もスタート！

「昨年からこのプロジェクトに興味があったので、レシ
ピ開発をできることが楽しみ」と意気込んだ。

　全農かながわが事務局を務めるやまゆりポーク生産
者協議会では、以前よりやまゆりポーク勉強会を定期
的に開催しており、生産技術向上のための情報共有や
流通知識を習得してきた。また、小売店・飲食店との意
見交換を進め、肉質・食味のチェックにも努めてきた。
　しかしコロナ禍による感染拡大防止対策、豚熱発生
による防疫の観点から研修等を中止せざるを得なくな
り、勉強会もオンライン開催へと切り替えて継続して
いる。その中で生産者はどのように技術向上の努力を
重ねているか、勉強会にて伺った。
　６月１７日、勉強会の開始時間が近づきビデオ会議ア
プリケーションを開くと、やまゆりポーク生産者が
続々と集まった。コロナ禍以前は積極的に顔を合わせ、
意見交換を重ねてきた仲間たちであり、和気あいあい
とした雰囲気が流れる。
　今回の勉強会では県畜産技術センター普及指導課の
前田高弘主査による肉質調査結果のフィードバックを
メインに、農場別の枝肉の出荷実績・昨年度設定した
種付目標に対する結果の報告や、食肉市場出荷分析の
協議が行われた。開始するやいなや程よい緊張感が走
り、食味や肉質を左右する飼料の内容や、家畜伝染病

の予防法など、活発に意見が交わされた。
　豚枝肉の情勢は、コロナ禍による学校給食の中止によ
り一時価格が落ち込んだものの、巣ごもり需要で回復し
た。事業環境について何より特筆すべきは、web会議へ
の対応の早さだ。2020年4月に緊急事態宣言が発令さ
れ中止となった勉強会は、生産者の協力もあり、翌月の
5月にはZoomを活用する形で再開することができた。
　このことについて、協議会メンバーである丸久畜産
石川義直氏は「コロナ禍で外に出ることがなくなり、
かえって豚の管理はしやすくなった。販売店と密接に
連絡が取れなくなったのは残念だが、勉強会としての
機能は十分果たせている」と話した。
　養豚は薄利多売といわれる中、やまゆりポークは畜
産農家の希少性や消費者が多い立地を生かし、県のブ
ランド豚として発展してきた。今後とも同協議会では
勉強会や県・販売先との連携を通し、肉質の向上を図っ
ていく。

　JA全農かながわ、三浦市農協、JAよこすか葉山、昭
和女子大学、玉川高島屋S・Cが産学連携して取り組ん
でいるプロジェクト「JA☆ベジラボ」が開始された。
　今年度で6回目となるこのプロジェクトは、三浦半
島産の大根・キャベツを使ったメニューを学生が考案
し、採用されたレシピは実際に玉川高島屋S・Cにて販
売される。
　５月中旬には、そのキックオフである出前授業があ
り、本プロジェクトの趣旨の説明や産地紹介を行った。
　学生たちは「普段の料理経験を生かして頑張りたい」、 

やまゆりポーク勉強会の「いま」
オンラインでも「肉質向上」一筋

　施設部は、8月3１日まで「JAマイホーム・アパート
建築キャンペーン」を実施しています。
　期間中に建築確認申請依頼を行い、かつ依頼日から
１年以内に施設建設契約を締結した方に、カタログギ
フトの進呈を行っています。キャンペーン詳細は全農
かながわホームページにてご確認ください。

ロン」とはSＮSで話題になっている、マカロンが派生
した韓国発祥のスイーツで、クリームがたっぷり挟
まっているのが特徴だ。本商品にも湘南潮彩レモン
ペーストが入ったジャム入りクリームがサンドされて
いる。
　税込販売価格はクッキーパイサンドが１49円、トゥ
ンカロンが１80円。約１か月間の販売を見込んでいる。

　生活課は株式会社ローソンが販売する湘南潮彩レモ
ン使用「クッキーパイサンド（湘南潮彩レモンのジャ
ム入りホイップ）」「トゥンカロン（レモンクリーム＆
ミルククリーム）　湘南潮彩レモンのジャム使用」に原
料供給で協力した。同商品は７月5日より順次、関東甲
信越エリアのローソン約4,800店にて販売中。
　「湘南潮彩レモン」はJAかながわ西湘が商標登録し、
湘南ゴールドに続くブランドとして産地振興に力を入
れている品種だ。本商品でのコラボレーションを機に
知名度向上につながることが期待される。
　「クッキーパイサンド」はクッキー生地をのせて焼き
上げたしっとり食感のパイ生地に、神奈川県産の豊か
な香りと爽やかな酸味が特徴の湘南潮彩レモンのペー
ストが入ったジャムホイップが入っている。「トゥンカ

関東甲信越エリアのローソンにて販売
湘南潮彩レモン使用「クッキーパイサンド」「トゥンカロン」

コロナ禍以前の勉強会の様子

プロジェクトを楽しみにしてきた学生たち。
１年間よろしくお願いします！

↓詳細はこちらから↓

JAマイホーム・アパート建築キャンペーン
建築のお申し込みでカタログギフトを進呈中

生産者からのメッセージ
　県・地区町村をはじめ、日頃より生産活動にご協力いただいてい
る皆さまに感謝申し上げます。
　やまゆりポークは30年来のブランドですが、20年前より肉質向
上にシフトし、県の協力のもと肉質分析や、販売店と連携し意見交
換を積極的に行っています。この販売店・行政・JAグループ・生産
者の4者のスクラムが私たちの強みだと思っています。
　また、市街地との調和を探りつつ私たち生産者は養豚事業にまい
進しています。
　肉質にこだわった「やまゆりポーク」を、一度食べてみてくださ
い。そして、「おいしい」と感じたら周りの人たちにも伝えてみてく
ださい。よろしくお願いいたします。

やまゆりポーク生産者協議会 石崎芳彦会長

石崎代表（写真左）


